
ＣＯ.通信 Ｎｏ．２                                                               令和４年９月３０日 

都立中野特別支援学校長          和田 慎也 

担当 特別支援教育コーディネーター 安住 幸彦 

  

  

  
10月が間近に迫り、今年度も半年が過ぎようとしています。新型コロナウィルス感染症は、あいかわらずくすぶり

続けているといった感じですが、少しずつ日常生活が戻りつつあるようでもあります。 

学校では夏休み直前の 7月 16日（土）に、3年ぶりの夏まつりを開催しました。今年は、大変残念だったのです

が、在校生や卒業生、近隣の交流校を対象にしてごく小規模での開催としました。それでも当日は、350名ほどのお

客様に来校していただき、にぎやかにそれでいて粛々と開催することができました。 

今回の『コーディネーター通信』では、この夏まつりでとても素晴らしい交流ができたことを報告しようと思っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年度夏まつりについて 
今年の夏祭りを7月16日に実施しました。新型コロナウィルス

感染症の流行もあり、例年より短時間での開催となりました。今

年の夏祭りは、体育館、高等部の教室、つつじ館の 3 つの会場

で、ダンス、演舞の発表、ボッチャ、風船アート、プラバンコーナ

ー、ゲームコーナー、飲料等の出店でお祭りを盛り上げてくれま

した。 

この夏まつりに御協力いただいたのは、本校表現活動部の在

校生＆OB のみなさん、本校 PTA のみなさん、本校同窓会のみ

なさん、本校生徒会、そしてこれまで交流校として生徒の交流を

支えてくれた第一商業高等学校 国際ボランティア部のみなさ

ん、富士高等学校附属中学校なぎなた部のみなさん、富士高等

学校生徒会の皆さんです。新型コロナウィルス感染症の流行で

活動の場を狭めざるを得ない昨今の学校の部活動ですが、富士

高等学校附属中学校のなぎなた部の生徒さんたちも本校の表現

活動部の生徒たちも舞台で生き生きとした演技を披露して会場を

沸かせていました。 

また、本校卒業生の組織である同窓会の方々もじゃんけんゲ

ームのコーナーを開設してくれました。PTA の買物コーナー、ゲ

ームコーナーとともにお客さんの列ができていて大変好評でし

た。 

今年度は、新型コロナウィルス感染症の状況を見ながら半ば

手探りのような開催でしたが、次年度、開催する折には、もっと

たくさんの方々に集まっていただけるよう工夫をしていきたいと

思います。閉会後も『参加したかった』というたくさんのお声をい

ただきました。皆様の御期待に沿えるよう企画をしていきたいと

思います。 

当日は小雨交じりのお天気でしたが、それにもかかわらず、

たくさんの方々に御来校いただきました。この書面を借りてご来

場いただいた方々に改めてお礼申し上げます。 

ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校  交流相手校 交流学習の内容 

小学部 中野区立南台小学校 遊び等を通した交流 

中学部 中野区立南中野中学校 運動会や合唱コンクールの参観、ゲーム大会などでの交流 

高等部 

（生徒会） 
都立富士高等学校 学校見学や生徒会交流 

高等部 実践学園中学・高等学校 ダンス交流    

高等部 

（生徒会） 

都立 

中野工業高等学校 
中部フェスタに向けての製品準備、当日の販売 

高等部 
東京大学教育学部 

附属中等教育学校 
学校見学やゲームでの交流 

新しい交流の第一歩 
今回の夏祭りでは、第一商業高校の国際ボランティア部の生徒さんたちが、様々な出店を出店してくれました。 

どのお店も明るく、親切丁寧にお客様を迎えてくれていました。この夏まつりを大いに盛り上げてくれました。 

この中で小さな交流も生まれました。本校の高等部生徒会の 3名が第一商業高校のお店にお手伝いとして参加させて

いただきました。2 校の生徒が協力をしてお客様に対応していました。また、体育館の舞台でもお店の宣伝をしました。こ

こでも、第一商業、本校 2 校の生徒が混じって一つになっての宣伝でした。本校の生徒も物おじせずに堂々と声を出して

いる姿に交流の本当の姿を見たような気がしました。本校と他校の生徒が今後も、生き生きと活動する場が作り出せるよ

うな支援をしていきたいと思いました。 

今後の交流について 
昨年度は、小学部が、図工等の作品を南台小学校に展示をさせていただいた作品交流、中学部は、ビデオレターやオ

ンラインを活用した交流を実施しました。直接会えないという特殊な条件での交流会をどのように行っていくのか各学部で

検討して進めていきたいと思っています。 

以下は、これまで本校が交流学習をしてきた協力校とその内容についてです。今後内容も変化させながら継続してい

ければと思います。 


